
楽しみながら競技力を
向上させる

アスリート・センタード・コーチングとは、アスリートを中心に置いたコーチング
であり、コーチは情熱を持って子どもと接することが求められます。ただし、
コーチ自身の名声などを得るための執着的情熱（オブセッシブ・パッション）
では、プレーヤーの存在を無視した一方的なコーチングにつながります。
アスリート・センタード・コーチングに求められる情熱は、プレーヤーとコーチ
がお互いにしっかりとコミュニケーションを取り、尊重、信頼し合うことです。
さらなる向上を目指して、共に努力する調和的情熱（ハーモニアス・パッショ
ン）で、子どもたちと接することが重要です。

・はげます
・元気づける
・委ねる
・引きだす・導く
・判断させる
・主体性を育てる

・怒る
・怒鳴りつける
・指示ばかりする
・威圧する
・判断させない
・支配する

やって
ほしいこと
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Ｕ１２世代では、子どもたちが「心からバスケットボールが楽しい」と実感させることが重要です。
スポーツは勝つことから「楽しさ」「達成感」などを学び成長も見られますが、「子ども」の意思
や思考が含まれない「勝ち方」を指導する勝利至上主義では、子どもたちに本当の意味でのバ
スケットボールの楽しさを伝えることができません。この年代では、子どもたちの将来を見据え
た指導が求められます。そのため、コーチは「個の育成の重視」すなわち「育成マインド」を持ち
指導に携わることが不可欠とされます。

「楽しさ」で芽を育てる 「個の育成」で
木を作る

楽しさの根は太い幹となり
「強化」と「普及」の枝が伸びる

普及・育成に重点

強化
普及

普及・育成に重点

普及・育成
タレント発掘

育成年代から強化へ移行期
タレント発掘

GOOD!
やって
ほしくないことBAD!


